
令和６年９月５日
専修大学国際交流センター

プログラム
名称

留学先大学（国名）/
派遣人数

派遣目的 期間 プログラム内容
成果

専修大学における単位認定数/単位付与者数
評価・単位認定方法

夏期留学
プログラム

CIEｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ（英国）/１７名

ｳｰﾛﾝｺﾞﾝ大学（ｵｰｽﾄﾗﾘｱ）/１７
名

語学研修や現地の人々
との交流をとおして外
国語運用能力を高める
とともに、留学先国の
文化や歴史等を学ぶ

《CIEｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ》３週間
令和５年８月７日（月）～
　　　　　　　　８月３０日（水）

《ｳｰﾛﾝｺﾞﾝ大学》５週間
令和５年８月８日（火）～
　　　　　　　　９月１７日（日）

【留学前】
オリエンテーション（複数回実施）
　留学の心構えや趣旨・目的の確認、コースの研修内容、留学まで
の手続、準備等について理解する
事前研修
　プログラムでの学習をより充実したものにするため、基礎的な語
学力を身に着ける
海外安全セミナー
　海外での危機管理意識を高める

【留学中】
語学研修
　留学先大学・研修校において所定のコースを受講する
プロジェクトワーク
　SDGsをテーマとし、オックスフォード大学生と共に調査・プレゼ
ンテーションを行う（CIEｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞのみ）
インターンシップ
　シドニーにてインターンシップを行い、海外での勤労観や職業観
を養う（ｳｰﾛﾝｺﾞﾝ大学のみ）
異文化理解
　現地学生・講師及びホストファミリー等との交流をとおして留学
先国の文化や歴史に対する理解を深める

【留学後】
事後研修
　留学で学んだことや留学経験を今後どのように活かすか等につい
て参加者が発表することによって、留学を振り返り、今後の目標を
設定するための動機付けを行う
レポート提出
　現地での語学研修や生活をとおして得た成果をレポートにまとめ
る

２単位/２８名
※４年次以上の学生、大学院生及び２度目の参加者は単位認
定の対象外としている

留学先大学発行の成績証
明書に基づき評価・単位
認定を行う

中期留学
プログラム
（前期）

ｵﾚｺﾞﾝ大学（米国）/４名

ｶﾙｶﾞﾘｰ大学（ｶﾅﾀﾞ）/１０名

ｳｰﾛﾝｺﾞﾝ大学（ｵｰｽﾄﾗﾘｱ）/６名

ﾜｲｶﾄ大学（ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ）/５名

実践的なコミュニケー
ション能力の習得に加
え、大学の正規授業を
受けるために必要なア
カデミックスキル（プ
レゼンテーション、ノ
ート・テイキング、リ
サーチ、論文の書き方
等）や異文化について
学ぶ

《ｵﾚｺﾞﾝ大学》５か月間
令和５年３月３１日（金）～
　　　　　　　　９月８日（金）

《ｶﾙｶﾞﾘｰ大学》３か月間
令和５年４月２１日（金）～
　　　　　　　　７月２４日（月）

《ｳｰﾛﾝｺﾞﾝ大学》４か月間
令和５年４月７日（金）～
　　　　　　　　８月２１日（月）

《ﾜｲｶﾄ大学》４か月間
令和５年４月１４日（金）～
　　　　　　　　７月２３日（日）

【留学前】
オリエンテーション（複数回実施）
　留学の心構えや趣旨・目的の確認、コースの研修内容、留学まで
の手続、準備等について理解する
事前研修
　プログラムでの学習をより充実したものにするため、基礎的な語
学力を身に着ける
海外安全セミナー
　海外での危機管理意識を高める

【留学中】
語学研修
　留学先大学・研修校において所定のコースを受講する
異文化理解
　現地学生・講師及びホストファミリー等との交流をとおして留学
先国の文化や歴史に対する理解を深める

【留学後】
事後研修
　留学で学んだことや留学経験を今後どのように活かすか等をテー
マに個別に留学先の言語でプレゼンテーションを行うことで、留学
を振り返り、今後の目標を設定するための動機付けを行う
報告書提出
　学修成果や留学生活について報告書にまとめ、日本語及び留学先
の言語で作成し、自らリフレクションを行う

１６単位/１８名
１８単位/７名
※認定単位数は、留学先での単位修得状況及び所属学部・学
科により異なる

留学先大学発行の成績証
明書に基づき評価・単位
認定を行う

令和５年度国際交流センター主催留学プログラム内容及び成果



令和６年９月５日
専修大学国際交流センター

プログラム
名称

留学先大学（国名）/
派遣人数

派遣目的 期間 プログラム内容
成果

専修大学における単位認定数/単位付与者数
評価・単位認定方法

中期留学
プログラム
（後期）

ﾈﾌﾞﾗｽｶ大学ﾘﾝｶｰﾝ校（米国）/
３名

ﾜｲｶﾄ大学（ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ）/４名

檀国大学（韓国）/３名

ｸﾞｱﾅﾌｱﾄ大学（メキシコ）/１名

実践的なコミュニケー
ション能力の習得に加
え、大学の正規授業を
受けるために必要なア
カデミックスキル（プ
レゼンテーション、ノ
ート・テイキング、リ
サーチ、論文の書き方
等）や異文化について
学ぶ

《ﾈﾌﾞﾗｽｶ大学ﾘﾝｶｰﾝ校》４か月間
令和５年８月１５日（火）～
　　　　　　　１２月７日（木）

《ﾜｲｶﾄ大学》４か月間
令和５年８月５日（土）～
　　　　　　　１２月３日（日）

《檀国大学》５か月間
令和５年８月７日（月）～
　　　　　　　１２月２２日（金）

《ｸﾞｱﾅﾌｱﾄ大学》４か月間
令和５年８月５日（土）～
　　　　　　　１２月５日（火）

【留学前】
オリエンテーション（複数回実施）
　留学の心構えや趣旨・目的の確認、コースの研修内容、留学まで
の手続、準備等について理解する
事前研修
　プログラムでの学習をより充実したものにするため、基礎的な語
学力を身に着ける　
海外安全セミナー
　海外での危機管理意識を高める

【留学中】
語学研修
　留学先大学・研修校において所定のコースを受講する
異文化理解
　現地学生・講師及び寮のルームメイト等との交流をとおして留学
先国の文化や歴史に対する理解を深める

【留学後】
事後研修
　留学で学んだことや留学経験を今後どのように活かすか等をテー
マに個別に留学先の言語でプレゼンテーションを行うことで、留学
を振り返り、今後の目標を設定するための動機付けを行う
報告書提出
　学修成果や留学生活について報告書にまとめ、日本語及び留学先
の言語で作成し、自らリフレクションを行う

１６単位/７名
１８単位/４名
※認定単位数は、留学先での単位修得状況及び所属学部・学
科により異なる

留学先大学発行の成績証
明書に基づき評価・単位
認定を行う

長期交換
留学

プログラム
（第１期）

ﾜｲｶﾄ大学（ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ）/２名

上海大学（中国）/１名

檀国大学（韓国）/１名

ﾏﾙﾃｨﾝ･ﾙﾀｰ大学ﾊﾚ･ｳﾞｨｯﾃﾝﾍﾞﾙｸ
（ﾄﾞｲﾂ）/１名

協定校で現地学生と共
に正規授業を履修する
ことで、専門分野の知
識を深める

《ﾜｲｶﾄ大学》９か月間
令和５年２月１６日（木）～
　　　令和５年１１月１０日（金）

《上海大学》１１か月間
令和５年３月３日（金）～
　　　　令和６年１月１４日（日）

《檀国大学》１０か月間
令和５年２月２４日（金）～
　　　令和５年１２月２４日（日）

《ﾏﾙﾃｨﾝ･ﾙﾀｰ大学ﾊﾚ･ｳﾞｨｯﾃﾝﾍﾞﾙｸ》１２か月
間
令和５年３月２日（木）～
　　　　令和６年２月２６日（月）

【留学前】
オリエンテーション（複数回実施）
　留学の心構えや趣旨・目的の確認、留学までの手続、準備等につ
いて理解する
事前研修
　 留学先大学における正規授業の履修に備え、語学力を高める
海外安全セミナー
　海外での危機管理意識を高める

【留学中】
正規授業の履修
　留学先において正規授業を履修し、自身の専門分野の知識を深め
る

【帰国後】
報告書提出
　学修成果や留学生活について報告書にまとめ、日本語及び留学先
の言語で作成し、自らリフレクションを行う

４単位/１名
８単位/１名
１２単位/１名
１３単位/１名
２０単位/１名
※認定単位数は、留学先での単位修得状況及び所属学部・学
科により異なる

留学先大学で修得した科
目の内容や成績評価に基
づき、単位認定可否の審
査を行う

長期交換
留学

プログラム
（第２期）

オレゴン大学（米国）/３名

ｶﾙｶﾞﾘｰ大学（ｶﾅﾀﾞ）/３名

協定校で現地学生と共
に正規授業を履修する
ことで、専門分野の知
識を深める

《ｵﾚｺﾞﾝ大学》１０か月間
令和５年６月２３日（金）～
　　　　令和６年３月３１日（日）

《ｶﾙｶﾞﾘｰ大学》１２か月間
令和５年４月２２日（土）～
　　　　令和６年４月３０日（火）

【留学前】
オリエンテーション（複数回実施）
　留学の心構えや趣旨・目的の確認、留学までの手続、準備等につ
いて理解する
事前研修
　 留学先大学における正規授業の履修に備え、語学力を高める
海外安全セミナー
　海外での危機管理意識を高める

【留学中】
正規授業の履修
　留学先において正規授業を履修し、自身の専門分野の知識を深め
る

【帰国後】
報告書提出
　学修成果や留学生活について報告書にまとめ、日本語及び留学先
の言語で作成し、自らリフレクションを行う

２単位/１名
１２単位/２名
１８単位/１名
２０単位/２名
※認定単位数は、留学先での単位修得状況及び所属学部・学
科により異なる

留学先大学で修得した科
目の内容や成績評価に基
づき、単位認定可否の審
査を行う



令和６年９月５日
専修大学国際交流センター

プログラム
名称

留学先大学（国名）/
派遣人数

派遣目的 期間 プログラム内容
成果

専修大学における単位認定数/単位付与者数
評価・単位認定方法

春期留学
プログラム

ｶﾙｶﾞﾘｰ大学（ｶﾅﾀﾞ）/２０名

国立中山大学（台湾）/９名

慶煕大学（韓国）/２０名

ﾏﾙﾃｨﾝ･ﾙﾀｰ大学ﾊﾚ･ｳﾞｨｯﾃﾝﾍﾞﾙｸ
（ﾄﾞｲﾂ）/９名

ﾄｩｰﾚｰﾇ語学ｾﾝﾀｰ（ﾌﾗﾝｽ）/８名

ｱﾘｶﾝﾃ大学（ｽﾍﾟｲﾝ）/５名

語学研修や現地の人々
との交流をとおして外
国語運用能力を高める
とともに、留学先国の
文化や歴史等を学ぶ

《ｶﾙｶﾞﾘｰ大学》５週間
令和６年２月９日（金）～
　　　　　　　　３月１７日（日）
《国立中山大学》３週間
令和６年３月６日（水）～
　　　　　　　　３月２８日（木）
《慶煕大学》４週間
令和６年３月２日（土）～
　　　　　　　　３月２６日（火）
《ﾏﾙﾃｨﾝ･ﾙﾀｰ大学ﾊﾚ･ｳﾞｨｯﾃﾝﾍﾞﾙｸ》４週間
令和６年２月２日（金）～
　　　　　　　３月２日（土）
《ﾄｩｰﾚｰﾇ語学ｾﾝﾀｰ》４週間
令和６年２月２日（金）～
　　　　　　　　３月３日（日）
《ｱﾘｶﾝﾃ大学》４週間
令和６年２月２日（金）～
　　　　　　　　３月３日（日）

【留学前】
オリエンテーション（複数回実施）
　留学の心構えや趣旨・目的の確認、コースの研修内容、留学まで
の手続、準備等について理解する
事前研修
　プログラムでの学習をより充実したものにするため、基礎的な語
学力を身に着ける
海外安全セミナー
　海外での危機管理意識を高める

【留学中】
語学研修
　留学先大学・研修校において所定のコースを受講する
異文化理解
　現地学生・講師及びホストファミリー等との交流をとおして留学
先国の文化や歴史に対する理解を深める

【留学後】
事後研修
　留学で学んだことや留学経験を今後どのように活かすか等につい
て参加者が発表することによって、留学を振り返り、今後の目標を
設定するための動機付けを行う
レポート提出
　現地での語学研修や生活をとおして得た成果をレポートにまとめ
る

２単位/７３名
※４年次以上の学生、大学院生及び２度目の参加者は単位認
定の対象外としている

留学先大学発行の成績証
明書に基づき評価・単位
認定を行う

東南アジア
・スタディ

ツアー

タイ商工会議所大学（タイ）/
８名

協定校によるレクチャ
ーをとおして東南アジ
ア圏の社会・文化・歴
史への理解を深めると
ともに、現地学生との
交流で異なる文化的背
景を持つ他者との円滑
なコミュニケーション
能力を身に付ける

《タイ商工会議所大学》３週間
令和５年８月２８日（月）～
　　　　　　　　９月１５日（金）

※オンライン研修：
　８月２８日（月）～９月１日（金）
　海外渡航：
　９月２日（土）～９月１５日（金）

【留学前】
事前研修
　プログラムでの学習をより充実したものにするため、基礎的な英
語力と生活に必要なタイ語を身に着ける
海外安全セミナー
　海外での危機管理意識を高める
交換留学生による母国・大学紹介・タイ語レッスン
　基礎的なタイ語の表現や留学先国・大学について学ぶ
タイ国内の日系企業関係者による講演会
　タイにおけるビジネス環境について学ぶ
オリエンテーション
　留学の心構えや趣旨・目的の確認、コースの研修内容、留学まで
の手続、準備等について理解する

【留学中】
語学研修
　協定校が実施する所定のコースを受講する（オンライン、海外渡
航）
フィールドワーク
　歴史的な場所を訪問することで、タイの歴史や文化についての理
解をより深める（海外渡航）
異文化理解
　現地学生・講師等との交流をとおして留学先国の文化、歴史に対
する理解を深める（海外渡航）

【留学後】
事後研修
　留学で学んだことや留学経験を今後どのように活かすか等につい
て参加者が発表することによって、留学を振り返り、今後の目標を
設定するための動機付けを行う
レポート提出
　現地での語学研修やフィールドワークをとおして得た成果をレポ
ートにまとめる

３単位/８名
※令和６年４月現在、本プログラムについては本学において
単位の認定を行っていないが、タイ商工会議所大学にて３単
位が付与された

帰国後に成果発表会を行
い、国際交流センター長
が留学成果を確認・評価
する


